


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































崩壊 地すべり 土石流 計
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中・古生月㈲■片岩．壇8創 7 択一 〔安定鼠二次湘o
第珊｛堪鵬｝ 7 8蔓目からの評価8泉
第因題〔堪積告） 3 C）貝屋からの謬価結泉

























































































































































































































































































































































































































法面形状 縦横断形 ○ ○
勾配、高さ ○ ○ ○ ○ ○




○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○ ○
特殊条件の考慮 ○ ○ ○ ○
地形他 集水地形、背後地形 ○ ○ ○
背後の土地利用 ○
湧水の有無 ○ ○ ○ ○ ○
法面保護 ○ ○ ○ ○ ○
その他 排水工 ○ ○ ○ ○
崩壊履歴 ○ ○
適用対象 高速道路　　鉄道施設 家屋等 家屋等 道路施設


















地質 岩相 ○ ○
地質構造 ○ ○ ○
風化層の厚さ ○ ○
湧水 ○ ○ ○
地すべり履歴 ○ ○ ○
その他 地すべり徴候 ○ ○
湛水影響 ○
社会的重要度 ○ ○ ○
対策工の効果 ○
備考 適用対象 ダム施設 ダム施設 道路施設










渓床勾配 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
流域面積 ◎ ○ ◎ ◎
流路幅 ○
堆積物厚さ ◎ ◎ △ ◎ ◎
転石混入、流出延長 ◎
地質条件 ○ ○ △ ○
湧水有無 ○ ◎ ○
斜面崩壊 ○ ◎ ◎ ○
地すべり ○ ○ ◎ ○
積雪条件 ○ ○
降雨量 ◎
地被条件・山復勾配 ○ ○ △ ○
対策工 ○ ○ △ ○
災害履歴 ○ ○ △ ◎
適用対象 家屋等　　鉄道施設 家屋等 道路施設

















































































































































































































































































¢D ランク1倍舗0） 地すべ粘質土地すべり 5
ランク双（40≦姪40） りの型 崩積土地すべり 4
ランク皿《60≦合勃） ← 旦化岩地すべり 2























































































@　　　　　　　　　　　　0その他 0合 裸地、禿籍地、伐採跡地の面積が流域面積の10％以上 3裸地」禿籍地．伐採跡地の面積が流域面積の10％以下 0山腹勾配 流域内の最高点と谷の起点を結ぶ線の角度力ζ45度以上 2

















低い　　　L 90 70 50 15
既設対策工の 普通 M 70 50 30 10 ■一一一一●一一一一一一●●一一●一一’一一一一一一《一一b 　（






























































































ランクロ（ω≦B80） 風他岩均すべりw べり o 2
斜面下部が溢水位内に位■する













































































































































































































































































































































































































































































貯水池周辺の施設 精査を実施する。 必要に応じ精査を 原則として精査を


































































































































































ランク 崩壊 地すべり 土石流 計
1 319 11 2 332
ll 19 2 4 25
皿 5 8 0 13
IV 1 0 1 2





















① O　　　　i皿○　○ ○　○ ○ 対策により健全度皿→皿
② O　　　　l皿 ○ ○　○
③ O　　　　IIV ○　○ ○　　　○ ○ 対策により健全度IV→ロ
④ ○ 皿 変状未発生
⑤ ○ 皿 変状未発生
⑥ ○ 皿 ○　　　○ ○ ○
⑦ ○ 皿 ○　　　○ ○　○
⑧ ○ 皿 ○ ○　　　○ ○ 誘因は掘削
⑨ ○ 1皿 変状未発生
⑩ ○　　　　1皿 ○ ○
⑪ ○　　　　　皿 ○ ○
⑫ O　　　　I皿 ○ ○ ○
⑬ ○1IV ○　○ ○ ○ 導流壁設置済み
⑭ O　　l皿 ○ ○ ○ 誘因は掘削
















































計測の種類 見直し前 見直し後数量 計測間隔 数量 計測間隔
地山変位測量 34点 3ケ月 34点 6ケ月
亀裂変位測量 2点 3ケ月 2点 異常時※のみ
伸縮計 4測線　自記（1回！月回収） 　　　　　　　自動計測3測線　　　　（常時モニタリング）
孔内傾斜計 4孔 1ケ月 2孔 2ケ月
孔内水位 3孔　自記（1回／月回収） 2孔 自記（1回！月回収）






































































































































































































































































































































































































CH 1．0×106 LO×IO’7 0．05
CM 1．0×10‘s 1．0×10“7 0．05
CL 6．36×1σ5 1．0×10－7 0．10

































































































































































































































































































































































モデル 高透水 中透水 難透水
CM級 1×104 ← ←
透水係数
（cm／sec）
CL級 2．6×104 ← ←
D級 LO×10’3 ← ←
不連続面 LO×IO’i 1．0×104 LO×106
水位低下速度（m／hr） 　　6．1，　10．6（05m／day：一般水力） ← ←
　図4．2．2、図4．2．3に、貯水位が55m水位低下した時点の不連続面上の浸透圧を示す。こ
れらの図より、以下のことがわかる。
　①不連続面の浸透特性に係わらず、貯水位低下速度6．lm／hrと10．6m／hrでは、不連続面上
　　の浸透圧に大きな差異は認められない。
　②不連続面上の浸透圧は、不連続面が難透水であるほど大きい。
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第4章2節　大規模水位変動及び降雨が斜面の安定性に及ぼす影響の検討
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　　（a）不連続面が高透水（k＝1×1σ1cm／sec）
250
一50 0　　　　　　50　　　　　100　　　　　150　　　　　200
　　　　　　　水平距離（m）
　　（b）不連続面が中透水（k＝1×104cm／sec）
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一不連続
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　　　　　　　　　　　　水平距離（m）
　　　　　　　（c）不連続面が難透水（k＝1×106cm／sec）
　　　図一4．2．2　不連続面上の浸透圧（水位低下速度による比較）
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第4章2節　大規模水位変動及び降雨が斜面の安定性に及ぼす影響の検討
（ε炬
400
350
300
250
一［ト高透水（k＝LO×1σ1㎝／s㏄）
＋中透水（k＝1．0×10f　cm／s㏄）
＋難透水（k＝1．Ox1（）6　cm／s㏄）
一地表面
一不連続面
　　一50　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　100　　　　　　　　　150　　　　　　　　200　　　　　　　　250
　　　　　　　　　　　　　　　　　　水平距離（m）
図一4．2．3　不連続面上の浸透圧（水位低下速度10．6m！hr、不連続面の透水性による比較）
　なお、水位低下速度を0．5m／day（＝O．02m／hr）とした場合の浸透圧を図一4．2．4に示す。水位低
下速度が十分に遅い場合は、急速な水位低下の場合に比較すると残留する浸透圧が小さくな
ることがわかる。
　これらの検討結果から、水位低下速度が一般の貯水位運用（0．5m！day程度）よりも大きく、
5～10m／hrに達するような場合には、浸透圧は水位低下速度よりも不連続面の浸透特性に大
きく依存することが明らかになった。
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